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は じ め に

本報告は『牛久の里山樹木

ハンドブック』を基にし、演者

の調査・撮影の結果をプラス

したものです。画像は全て牛

久市内で撮影しました。



話 題 の あ ら ま し

1. 牛久市の自然の概要等・植物群落区分

2.生態遷移と牛久市の木本植物の生育環境2.生態遷移と牛久市の木本植物の生育環境

3. 牛久市の自生樹木の種類

4. 牛久市の自生樹木の分類・生活型区分等

5. 牛久市の自生樹木の生活型別主要樹種



1-1. 牛久市の位置と自然の概要



1-2. 牛久市の位置・標高・面積他

事 項 数 値

位 置 北緯 35度58分 東経 140度9分

標 高 m 最高 30.1 最低 4.4

面 積㎢ 58.88

距 離㎞ 東西 14.5 南北 10.7

気 温℃
（H14～23平均）

最高 36.0 最低 -4.4 平均 15.1

平成24年度統計うしく （茨城県牛久市 平成25年3月）



1-3. 総面積５８.８８k㎡
牛久市の地目別面積の割合

田
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その他
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宅地
22.0%

山林
21.6%
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平成24年度統計うしく 15頁 （茨城県牛久市 平成25年3月）



1-4.  日本の潜在自然植生

牛久市の植物群落区分は照葉樹林

日本の植生図鑑Ⅰ森林６～７頁



1-5 .日本の潜在自然植生

照葉樹林を構成する植物

日本の植生図鑑Ⅰ森林50頁



2-1. 植物群落の生態遷移

○ある群落が時間の経過と共に他の群落に変っ
ていく過程を植物群落の生態遷移といいます。

①裸地⇒ ②1年草群落⇒ ③多年草群落⇒

④生長の早い樹種(アカメガシワ・ヌルデなどの陽樹）⇒④生長の早い樹種(アカメガシワ・ヌルデなどの陽樹）⇒

⑤地域特有の森林(最終段階:極相)
○最終段階を極相（クライマックス）といい、この辺

りでは照葉樹林が極相です。

＊植物群落は常に変化しております。この変化を止めること
が、土地利用における各種管理作業であるといえます。



2-2. 牛久市の木本植物の生育環境

半自然的な斜面林や河畔林以外
は、人為的に作られた人工林です。

人工林の多くの場所は現在、利用人工林の多くの場所は現在、利用
目的がなくなったため、管理放棄状
態に置かれ、生態遷移が進行して
います。



2-3-1. 牛久市の木本植物の生育環境
斜 面 林



2-3-2. 牛久市の木本植物の生育環境
斜 面 林 の 林 床



2-4. 牛久市の木本植物の生育環境
河 畔 林



2-5. 牛久市の木本植物の生育環境
社 寺 林



2-6. 牛久市の木本植物の生育環境
屋 敷 林



2-7-1. 牛久市の木本植物の生育環境
ス ギ ・ ヒ ノ キ 林



2-7-2. 牛久市の木本植物の生育環境
スギ ・ ヒ ノキ林の林床

管理林床 管理放棄林床



2-8-1. 牛久市の木本植物の生育環境

雑 木 林



2-8-2. 牛久市の木本植物の生育環境
雑 木 林 の 林 床

管理林床 管理放棄林床



2-8-3. 牛久市の木本植物の生育環境
管 理 雑 木 林

落葉掻き作業 99.1.12 アカネスミレ
06.4.21

同左
10.4.8



2-9. 牛久市の木本植物の生育環境
アカマツ林の以前と現在

枯死前の林 00.7.16 現在の枯死林 13.6.27



2-10-1. 牛久市の木本植物の生育環境
竹 林 （マ ダ ケ ）

管理放棄竹林



2-10-2. 牛久市の木本植物の生育環境
竹林 (モウソウダケ）の林床

管理林床 管理放棄林床



2-11.牛久の木本植物の生育環境
公 園 ・ 庭 園 等



3-1. 牛久市に自生する木本植物

自 生 樹 木
１．市内の調査を基に発表された資
料及び演者の調査結果を基に編集。

2. 科（新）名はAPGによる科名。2. 科（新）名はAPGによる科名。

3. 備考欄：「①移入」-無意識に持込ま
れた樹種、｢②栽培逸出」-栽培種が
逸出・野生化した樹種、「③希少」-発
生が希な樹種、「④？」-未確認樹種。



特 別 挿 入 ス ラ イ ド

1．裸子植物と被子植物

2．単子葉植物と双子葉植物2．単子葉植物と双子葉植物

３．離弁花類と合弁花類



特1. 裸子植物と被子植物

裸子植物 被子植物
種子がむきだし 種子が果実の中にある

種子種子 種子

松かさ
（球果）

種子

さや
（果実）

アカマツ ツルマメ（ダイズの原種）



特2. 単子葉植物と双子葉植物

単子葉植物 芽生えが1枚

双子葉植物 芽生えが２枚

インゲンマメ
子葉は地上

アズキ
子葉は地中

トウモロコシ



特3. 合弁花類と離弁花類
離弁花類
花弁が離れている

合弁花類
花弁が融合している

サクラ （ソメイヨシノ） アサガオ



3-2. 牛久市に自生する木本植物

Ⅰ-１. 裸子植物
No. 和 名 科 （新） 科 名 ・属 名 備 考

1 アカマツ マツ・マツ Pinus

2 モミ マツ・モミ Abies

3 スギ スギ（ヒノキ）・スギ Cryptomeria 植栽

4 サワラ
ヒノキ・ヒノキ Chamaecyparis

植栽

5 ヒノキ 植栽

6 イヌガヤ イヌガヤ・イヌガヤ Cephalotaxus

7 カヤ イチイ・カヤ Torreya



3-3. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-１. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

8 イヌコリヤナギ

ヤナギ・ヤナギ Salix

9 オノエヤナギ

10 カワヤナギ

11 タチヤナギ11

12 ネコヤナギ

13 マルバヤナギ

14 ヤマネコヤナギ

15 ハンノキ
カバノキ・ハンノキ Alnus

16 ヤシャブシ

17 ハシバミ カバノキ・ハシバミ Corylus

18 アカシデ
カバノキ・クマシデ Carpinus

希少

19 イヌシデ



3-4. 牛久に自生する木本植物

Ⅱ-2. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・属 名 備 考

20 アカガシ

ブナ・コナラQuercus
21 クヌギ

22 コナラ

23 シラカシ

24 クリ ブナ・クリCastanea

25 スダジイ ブナ・シイCastanopsis

26 ムクノキ ニレ（アサ）・ムクノキAphananthe

27 エノキ ニレ（アサ）・エノキCeltis

28 ケヤキ ニレ・ケヤキZelkova

29 マグワ
クワ・クワMorus

栽培逸出

30 ヤマグワ

31 ヒメコウゾ クワ・カジノキBroussonetia



3-5. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-3. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

32 ハリグワ クワ・ハリグワ Maclura 栽培逸出

33 ヤドリギ
ヤドリギ（ビャクダン）ヤドリギ
Viscum

希少

34 コブシ
モクレン・モクレン Magnolia

35 ホオノキ

36 サネカズラ マツブサ・サネカズラ Kadsura

37 クスノキ
クスノキ・ニッケイ Cinnamomum

？

38 ニッケイ 栽培逸出

39 タブノキ クスノキ・タブノキ Machilus 希少

40 ヤマコウバシ クスノキ・クロモジ Lindera

41 シロダモ クスノキ・シロダモ Neolitsea

42 ヒイラギナンテン メギ・ヒイラギナンテン Mahonia 栽培逸出

43 ナンテン メギ・ナンテン Nandina 栽培逸出



3-6.牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-4. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

44 ムベ アケビ・ムベ Stauntonia

45 アケビ
アケビ・アケビ Akebia

46 ミツバアケギ

47 アオツヅラフジ ツヅラフジ・アオツヅラフジ Cocculus

48 センリョウ センリョウ・センリョウ Sarcandra 栽培逸出48 センリョウ センリョウ・センリョウ Sarcandra 栽培逸出

49 オニマタタビ

マタタビ・マタタビ Actinidia

栽培逸出

50 サルナシ

51 マタタビ ？

52 チャノキ
ツバキ・ツバキ Camellia

栽培逸出

53 ヤブツバキ

54 サカキ ツバキ（モッコク）・サカキ Cleyera 栽培逸出

55 ヒサカキ ツバキ（モッコク）・ヒサカキ Eurya



3-7. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-5. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

56 ウツギ
ユキノシタ（アジサイ）・ウツギ
Deutzia

57 コゴメウツギ バラ・コゴメウツギ Stephanandra

58 イヌザクラ

バラ・サクラ Prunus
59 ウワミズザクラ

バラ・サクラ Prunus
60 カスミザクラ 希少

61 ヤマザクラ

62 ヤマブキ バラ・ヤマブキ Kerria 栽培逸出

63 テリハノイバラ
バラ・バラ Rosa

64 ノイバラ

65 クサイチゴ
バラ・キイチゴ Rubus

66 クマイチゴ



3-8.牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-6. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

67 ナワシロイチゴ

バラ・キイチゴ Rubus68 ニガイチゴ

69 モミジイチゴ

70 カマツカ バラ・カマツカ Pourthiaea

71 クサボケ71 クサボケ
バラ・ボケ Chaenomeles

72 ボケ 移入

73 ネムノキ マメ・ネムノキAlbizia

74 イタチハギ マメ・イタチハギ Amorpha 外来種

75 コマツナギ マメ・コマツナギ Indigofera

76 ハリエンジュ マメ・ハリエンジュ Robinia 外来種

77 エニシダ マメ・エニシダ Cytisus 外来種

78 フジ マメ・フジ Wisteria



3-9. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-7. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

79 ヤマハギ マメ・ハギ Lespedeza

80 シラキ トウダイグサ・シラキ Sapium ？

81 アカメガシワ トウダイグサ・アカメガシワ Mallotus

82 ユズリハ ユズリハ・ユズリハ Daphniphyllum 栽培逸出

83 コクサギ ミカン・コクサギ Orixa

84 サンショウ
ミカン・サンショウ Zanthoxylum85 イヌザンショウ

86 ミヤマシキミ ミカン・ミヤマシキミ Skimmia ？

87 ニガキ ニガキ・ニガキ Ｐicrasma

88 ニワウルシ ニガキ・ニワウルシ Ailanthus 外来種

89 センダン センダン・センダン Melia 栽培逸出



3-10. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-8. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

90 ツタウルシ

ウルシ・ウルシ Rhus
91 ヌルデ

92 ヤマウルシ

93 ヤマハゼ93 ヤマハゼ

94 イロハモミジ カエデ（ムクロジ）・カエデ Acer 移入

95 ムクロジ ムクロジ・ムクロジ Sapindus 栽培逸出

96 イヌツゲ

モチノキ・モチノキ Ilex
97 ウメモドキ

98 クロガネモチ 移入？

99 モチノキ

100 コマユミ
ニシキギ・ニシキギ Euonymus

101 ツリバナ 希少



3-11. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-9. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

102 ツルマサキ

ニシキギ・ニシキギ Euonymus
103 ニシキギ

104 マユミ

105 ツルウメモドキ105 ツルウメモドキ

106 ミツバウツギ
ミツバウツギ・ミツバウツギ
Staphylea

希少

107 ゴンズイ ミツバウツギ・ゴンズイ Euscaphis

108 クロウメモドキ
クロウメモドキ・クロウメモドキ Rham
ｎus

希少

109 クマヤナギ
クロウメモドキ・クマヤナギ
Berchemia

110 エビヅル ブドウ・ブドウ Vitis

111 ノブドウ ブドウ・ノブドウ Ampelopsis

112 ツタ ブドウ・ツタ Parthenocissus



3-12. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-10. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

113 アオギリ アオギリ（アオイ）・アオギリ Firmiana 栽培逸出

114 アキグミ

グミ・グミ Elaeagnus

115 オオバグミ 移入？

116 ツルグミ 希少グミ・グミ Elaeagnus116 ツルグミ 希少

117 ナツグミ

118 ナワシログミ 栽培逸出

119 イイギリ イイギリ（ヤナギ）・イイギリ Idesia 栽培逸出

120 キブシ キブシ・キブシ Stachyurus 希少

121 ウリノキ ウリノキ（ミズキ）・ウリノキ Alangium 希少

122 ハナイカダ
ミズキ（ハナイカダ）・ハナイカダ
Helwingia

123 アオキ ミズキ（アオキ）・アオキ Aucuba



3-13. 牛久市に自生する木本植物

Ⅱ-11. 被子植物双子葉・離弁花類
No. 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

124 クマノミズキ
ミズキ・ミズキ Swida

125 ミズキ

126 ヤマボウシ ミズキ・ヤマボウシ Benthamidia 移入126 ヤマボウシ ミズキ・ヤマボウシ Benthamidia 移入

127 タラノキ ウコギ・タラノキ Aralia

128 キヅタ ウコギ・キヅタ Hedera

129 カクレミノ ウコギ・カクレミノ Dendropanax 栽培逸出

130 ヤツデ ウコギ・ヤツデ Fatsia

131 ヤマウコギ ウコギ・ウコギ Acanthopanax

132 ハリギリ ウコギ・ハリギリ Kalopanax



3-14. 牛久に自生する木本植物

Ⅲ-1. 被子植物双子葉・合弁花類
No.142 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

133 ウメガサソウ
イチヤクソウ（ツツジ）・ウメガサソウ
Chimaphila

絶滅

134 ヤマツツジ ツツジ・ツツジ Rhododendron

135 アセビ ツツジ・アセビ Pieris 栽培逸出135 アセビ ツツジ・アセビ Pieris 栽培逸出

136 ナツハゼ ツツジ・スノキ Vaccinium 希少

137 カラタチバナ

ヤブコウジ・ヤブコウジ Ardisia138 マンリョウ

139 ヤブコウジ

140 カキノキ カキノキ・カキノキ Diospyros 栽培逸出

141 エゴノキ エゴノキ・エゴノキ Styrax

142 サワフタギ ハイノキ・ハイノキ Symplocos



3-15. 牛久市に自生する木本植物

Ⅲ-2. 被子植物双子葉・合弁花類
No.142 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

143 ケアオダモ モクセイ・トネリコ Fraxinus 希少

144 ヒイラギ モクセイ・モクセイ Osmanthus 移入？

145 イボタノキイボタノキ

モクセイ・イボタノキ Ligustrum146 トウネズミモチ 外来種

147 ネズミモチ

148 テイカカズラ
キョウチクトウ・テイカカズラ
Trachelospermum

149 コムラサキ クマツヅラ（シソ）・ムラサキシキブ
Callicarpa150 ムラサキシキブ



3-16. 牛久市に自生する木本植物

Ⅲ-3. 被子植物双子葉・合弁花類
No.142 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

151 クサギ
クマツヅラ（シソ）・クサギ
Clerodendrum

152 クコ ナス・クコ Lycium

153 ニワトコ
スイカズラ（レンプクソウ）・ニワトコ
Sambucus

ニワトコ
Sambucus

154 ガマズミ スイカズラ（レンプクソウ）・ガマズミ
Viburnum155 ミヤマガマズミ 移入

156 ウグイスカグラ

スイカズラ・スイカズラ Lonicera 157 スイカズラ

158 ヤマウグイスカグラ

159 コウヤボウキ キク・コウヤボウキ Pertya



3-17. 牛久市に自生する木本植物

Ⅳ-１. 単子葉植物
No.142 和 名 科 （新） 名 ・ 属 名 備 考

160 ハチク

イネ・マダケ Phyllostachys

？

161 マダケ 植栽

162 モウソウチク 植栽162 モウソウチク 植栽

163 アズマネザサ
イネ・メダケ Pleioblastus164 メダケ

165 ヤダケ イネ・ヤダケ Pseudosasa

166 オカメザサ イネ・オカメザサ Shibataea 栽培逸出

167 シュロ ヤシ・シュロ Trachycarpus 栽培逸出



4-1. 牛久市の自生樹木の
分類等の区分

１．分類区分

２．生活型区分２．生活型区分

３．樹高区分

４．由来区分



4-2.自生樹木の分類区分
裸子植物・

マツ綱, 4%

被子植物

双子葉・合

被子植物

単子葉, 5%
裸子植

物・マツ

類 4%

被子植物

被子植物

単子葉
5%

被子植物

双子葉・離

弁花

類, 75%

双子葉・合

弁花

類, 16% 被子植

物双子

葉・離弁

花類 75%

双子葉・

合弁花類
16%



4-3.自生樹木の生活型区分

針葉樹4%

つる性木

本12%

タケ・ササ

他 5%

落葉広葉

樹 60%
常緑広葉

樹 19%



4-4-1. 落葉広葉樹の樹高区分

高木 33%

小高木
15%

低木 52%



4-4-2. 常緑広葉樹の樹高区分

高木
32%

低木

小高木
26%

低木
42%



4-4-3. 針葉樹の樹高区分

高木
86%

小高木
14%

86%

植栽樹のスギ・サ
ワラ・ヒノキを含む



4-5.自生樹木の由来区分

逸出種

外来種
3%

移入種
4%

その他
5%

在来種
69%

希少種
7%

逸出種
12%



5-0. 生活型別の主要樹種の画像

樹 高 区 分 の 目 安

○落葉・常緑広葉樹/針葉樹
①高木（10m以上）
②小高木（5m～10m未満）②小高木（5m～10m未満）
③低木（5m未満）

○つる性木本
①落葉
②常緑



5-1-1. 落葉広葉樹の高木

エ ノ キ （ニレ → アサ科 ）

幹と樹冠下部 07.9.13

雄花 11.4.16

果実 11.8.26



5-1-2. 落葉広葉樹の高木

ク ヌ ギ （ ブナ科 ）

雄花序 03.4.17

幹と樹冠下部 12.9.25

雄花序 03.4.17

果実 11.11.15



5-1-3. 落葉広葉樹の高木

ケ ヤ キ （ ニレ科 ）

葉と幼果 10.5.16

樹形 12.8.16
果実 10.10.27

葉と幼果 10.5.16



5-1-4. 落葉広葉樹の高木

コ ナ ラ （ ブナ科 ）

樹幹と樹冠下部 10.5.31

雄花序 11.4.24

果実 10.9.15



5-1-5. 落葉広葉樹の高木

コ ブ シ （ モ クレン科 ）

開花期の樹冠 05.4.8

花 08.3.25

集合果実 11.9.28



5-1-6. 落葉広葉樹の高木

マルバヤナギ （ヤナギ科）

若葉 11.5.25

樹冠 10.6.1
成熟前果実

11.5.31
成熟裂開果実

11.6.7

若葉 11.5.25



5-1-7. 落葉広葉樹の高木

ム ク ノ キ （ニレ → アサ科）

樹幹と樹冠下部 12.8.9
果実 11.10.9

葉 10.7.10



5-1-8. 落葉広葉樹の高木

ヤ マ ザ ク ラ （バラ科 ）

開花期の樹冠 07.4.8
果実 11.6.1

花 05.4.16



5-1-9. 落葉広葉樹の高木-外来種

ハ リ エ ン ジ ュ （マ メ科）

左：花序 00.5.14/ 右：果実 同左

左：樹皮同左/  右：若枝の刺 10.5.22

結実期の樹冠 13.6.18



5-2-1. 落葉広葉樹の小高木

エ ゴ ノ キ （エゴノキ科）

開花期の樹冠 11.5.25 果実 11.9.3

花 11.5.31



5-2-2. 落葉広葉樹の小高木

ク サ ギ （クマツヅラ → シソ科）

開花期の樹冠 11.9.11
果実

03.9.17

花 11.8.25



5-2-3. 落葉広葉樹の小高木

ゴ ン ズ イ （ミ ツバウツギ科）

花序11.6.1

結実期の樹形 12.9.13
果実 同左

花序11.6.1



5-2-4. 落葉広葉樹の小高木

タ チ ヤ ナ ギ （ヤナギ科）

結実期の樹冠 12.5.16 裂開初期成熟果実12.5.12

雄花序 09.4.9



5-2-5. 落葉広葉樹の小高木

ヌ ル デ （ウルシ 科）

開花期前樹冠 11.8.24

葉軸の翼 11.6.1

果序 01.9.28



5-3-1. 落葉広葉樹の低木

イ ボ タ ノ キ （モ ク セ イ 科）

開花期の樹冠 11.5.25

花序 11.6.1

果実 07.11.18



5-3-2. 落葉広葉樹の低木

ウ ツ ギ （ユキノシタ→アジサイ科）

開花期の樹形 11.6.6 果実 11.10.9

花 11.6.1



5-3- 3. 落葉広葉樹の低木

ガマズミ （スイカズラ→レンプクソウ科）

結実期の樹冠 04.10.23 果実 11.10.26

花序 07.5.31



5-3-4. 落葉広葉樹の低木

コ ク サ ギ （ミ カン科）

開花期の樹冠 11.4.16 果実 11.12.13

左：雄花11.4.12/ 右：雌花11.4.24



5-3-5. 落葉広葉樹の低木

サ ワ フ タ ギ （ハイ ノキ科）

開花期の樹冠 11.5.18
果実 11.10.8

花 13.5.6



5-3-6. 落葉広葉樹の低木

サ ン シ ョ ウ （ミ カン科）

03.8.6

結実期の樹冠 11.10.8 果実 03.9.4

刺 左：サンショウ/右：イヌザンショウ



5-3-7. 落葉広葉樹の低木

ナ ツ グ ミ （ グ ミ 科 ）

花

開花期の樹冠 12.5.11
果実

10.8.30

花
06.4.16



5-3-8. 落葉広葉樹の低木

ニワトコ（スイカズラ→レンプクソウ科 ）

開花期の樹形 4.4.16
果実 11.6.18

花序 11.4.14



5-3-9. 落葉広葉樹の低木

ノ イ バ ラ （バ ラ 科 ）

花

開花期の樹冠 11.5.25 果実 11.10.19

花
06.5.26



5-3-10. 落葉広葉樹の低木

ハナイカダ （ミズキ→ハナイカダ科）

結実期の樹形 12.8.19

左：雄花 11.5.4/ 右：雌花 11.5.8

葉と果実 11.7.23



5-3-11. 落葉広葉樹の低木

ヒ メ コ ウ ゾ （ ク ワ 科 ）

開花期の枝葉 99.5.2
下の左右：雄花序/ 上：雌花序 集合果実 11.7.12

雌花序 11.5.5



5-3-12. 落葉広葉樹の低木

マ ユ ミ （ ニ シ キ ギ 科 ）

結実期の樹形 11.11.20 果実 05.11.27

花序 11.5.18



5-3-13. 落葉広葉樹の低木

ムラサキシキブ （クマツヅラ→シソ科）

結実期の樹冠 12.10.26

花序 11.6.22

果 実 11.10.16/ 08.10.2
左：ムラサキシキブ/ 右：コムラサキ



5-3-14. 落葉広葉樹の低木

モ ミ ジ イ チ ゴ （バ ラ 科）

開花期の樹冠 04.4.3

葉と花 06.4.6

果実12.5.30



5-3-15. 落葉広葉樹の低木

ヤマウグイスガグラ （スイカズラ科）

花 11.4.1

結実期の樹形 11.5.19
果実 04.5.21

花 11.4.1



5-4-1. 常緑広葉樹の高木

ア カ ガ シ （ ブ ナ 科 ）

樹幹 12.9.13 果実 11.10.20

雄花序 11.5.26



5-4-2. 常緑広葉樹の高木

シ ラ カ シ （ ブ ナ 科 ）

樹幹 12.9.13 果実 11.10.2

雄花序 11.5.25



5-4-3. 常緑広葉樹の高木

ス ダ ジ イ （ ブ ナ 科 ）

若葉開葉期の樹冠 12.5.23

花序11.6.5 左：雄/ 右：雌

果実 09.10.29



5-4-4. 常緑広葉樹の高木

モ チ ノ キ （ モ チ ノ キ科 ）

結実期の樹冠 12.10.26 果実 11.11.23

雄花序 07.4.10



5-4-5. 常緑広葉樹の高木

ヤ ブ ツ バ キ （ ツバキ科 ）

開花期の樹冠 04.12.16 果実 11.10.4

花 04.12.16



5-5-1. 常緑広葉樹の小高木

イ ヌ ツ ゲ （モチノキ 科）

結実期の樹冠 11.11.15 果実 11.11.16

雄花 11.6.1



5-5-2. 常緑広葉樹の小高木

シ ロ ダ モ （クスノキ科 ）

結実期の樹形 12.1026 果実 04.11.16

左：雄花序/  右：雄花 06.11.11



5-5-3. 常緑広葉樹の小高木

ヒサカキ （ツバキ→ モッコク科）

樹形 12.10.26 果実 11.10.19

左：雄花98.4.12/ 右：雌花98.4.5



5-6-1. 常緑広葉樹の低木

ア オ キ （ミズキ → アオキ科）

左：雄花序11.5.5/ 右：雌花序11.4.16

可っ実

結実期の樹冠 06.3.11 果実 04.12.22

左：雄花序11.5.5/ 右：雌花序11.4.16



5-6-2. 常緑広葉樹の低木

カラタチバナ （ヤブコウジ科）

結実期の樹形 11.11.29 果実 10.1.3

花 04.7.8



5-6-3. 常緑広葉樹の低木

マ ン リ ョ ウ （ヤブコウジ科）

結実期の樹形 01.1.7

果実 10.1.3



5-6-4. 常緑広葉樹の低木

ヤ ツ デ （ ウ コ ギ 科）

開花期の樹形 00.11.23
成熟前果序 10.4.1

花序 11.11.29



5-6-5. 常緑広葉樹の低木-希少種

ヤドリギ （ヤドリギ→  ビャクダン科）

エノキに寄生している様子

08.2.5 果実日本の野生植物木本Ⅰ
PL:121

茎葉 08.7.5



5-6-6. 常緑広葉樹の低木

ヤ ブ コ ウ ジ （ヤブコウジ科）

花 05.7.8

樹形 07.11.17
果実 10.11.21

花 05.7.8



5-7-1. 針 葉 樹 の 高 木

ア カ マ ツ （ マ ツ 科）

樹形 11.8.24
左:球果/ 右：種子 03.11.29

雄花序 04.5.7



5-7-2. 針 葉 樹 の 小 高 木

イ ヌ ガ ヤ （イ ヌガヤ科）

結実期の樹冠 11.10.9 球果 11.10.9

雄花序 11.4.24



5-7-3. 針 葉 樹 の 高 木

カ ヤ （ イ チ イ 科）

球果 06.9.16

樹形 07.9.1
上：種子/  下：外種皮と種子

07.10.24

球果 06.9.16



5-7-4. 針 葉 樹 の 高 木

モ ミ （ マ ツ 科）

樹形 07.6.27 球果 07.1124

左：葉/ 右：気孔帯 09.2.17



5-8-1. 落葉つる性木本

ア ケ ビ （ ア ケ ビ 科）

左：アケビ/ 右：ミツバアケビ

花序 左：雄/ 右：雌 13.4.18 果実 05.11.5

左：アケビ/ 右：ミツバアケビ
04.4.12/ 98.4.16



5-8-2. 落葉つる性木本

サ ル ナ シ （ マ タ タビ科）

開花期の樹形 12.5.11 果実 11.9.11

雄花 11.5.22



5-8-3. 落葉つる性木本

ツ タ / ナツヅタ （ブ ドウ科）

巻きひげの吸盤

スギの幹を登る様子 12.11.14
果実 11.10.26

巻きひげの吸盤
12.9.29



5-8-4. 落葉つる性木本

ツ タ ウ ル シ （ ウルシ科）

スギの幹にはい登る様子 12.10.25 成熟果実 13.8.30

３小葉の葉 12.6.1



5-8-5. 落葉つる性木本

ツルウメモドキ （ニシキギ科）

結実期の樹冠 11.12.13
果実03.11.27

雄花 04.5.13



5-8-6. 落葉つる性木本

フ ジ （ マ メ 科）
はな

開花期の樹冠 00.5.7
木に巻きつく様子

04.1.11

花序 11.5.8 花 03.5.3

果実12.7.29



5-9-1. 常緑つる性木本

キ ヅ タ / フユヅタ （ウコギ科）

花序04.10.28

コナラの幹に登る様子 05.1.26 果実 11.4.11

花序04.10.28
付着根12.9.24



5-9-2. 常緑つる性木本

スイカズラ / ニンドウ （スイカズラ科）

開花期の樹冠 99.5.20
果実 11.12.10

花 04.6.12



5-9-3. 常緑つる性木本

ツ ル マ サ キ （ニシキギ科）

花 11.6.20付着根12.9.16

左：幹に絡む若木/ 右：同古木
11.11.20/ 11.5.1

果実
12.3.8

上：若木の葉

下：古木の葉
12.3.8

花 11.6.20付着根12.9.16



ま と め

１．牛久市の自生樹木の生育場所
○半自然林 ①斜面林・②河畔林
○人工林 ③社寺林・④屋敷林・⑤スギ-

ヒノキ林・⑥雑木林・⑦竹林他。
○⑤⑥⑦は生態遷移が進行している。

２．自生樹木の種類 167種(逸出種・移入種を含む）。

３．生活型別区分 落葉広葉樹が60%・常緑広葉
樹19%、針葉樹4%（これらの52%が低木、
33%が高木）。つる性木本12%、タケ・ササ5%。

４．由来別区分 在来種69%、逸出種12%、他19%。
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